
取組のまとめ

北広島町立芸北中学校区

北広島町立芸北小学校＆北広島町立芸北中学校

令和３年度～５年度

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業



【内容】

Ⅰ 本中学校区の探究

Ⅱ ３年間の取組

Ⅲ 成果と課題、今後に向けて



Ⅰ 本中学校区の探究

地域の人の
思い

文化

受け継がれて
きた技

地域に飛び出してダイナミックな体験活動をしています

自然

産業



Ⅰ 本中学校区の探究

芸北小中学校「学びのスタイル」「めざす自分」
 になるために
 チャレンジする。

今の自分を見つめ、
活動を通して「めざす
自分」とその理由、予
想される「妨げ」とそ
れを乗り越えるため
の「作戦」を考える。

「めざす自分」になる
（近づく）ことができた
かをふり返り、その理
由（原因）を考えて次
の活動に生かす。

ヤルッシー

へなりん妨げ

◆より良い自分の探究◆

☆「妨げ」（少し頑張れば乗り越えられる心
の負荷）を、２回目、３回目と徐々に大き

   くして同じ活動を繰り返す。



Ⅰ 本中学校区の探究

えが
く

やっ
てみ
る

ふり
返る

「学びのスタイル」に沿ったワークシート



Ⅱ ３年間の取組 ―１年目―

○単元のゴール設定が教師主導
→ 児童・生徒の課題意識や必要感を引き出しきれていない

○H２９作成「身に付けさせたい資質・能力の系統表」
→ 現在の児童・生徒実態に合っているのか！？

○指導者の主観に頼る評価
→客観的に評価することができる指標が必要

児童・生徒自らが探究する生活科・総合的な学習の時間の創造
～身に付けさせたい資質・能力の系統表の作成とルーブリックによる評価を通して～

研究主題

主題設定の理由（前年度までの実践の課題）



Ⅱ ３年間の取組 ―１年目―

取組と成果

○児童生徒に身に付けさせたい資質・能力の再検討
・学習指導要領が示す育成すべき資質・能力の３つの柱に整理
・系統表の作成

⇒目標設定や評価が行いやすくなった
○評価の在り方の研究

⇒ルーブリック（試案）を作成
○総合的な学習の時間の単元開発・授業改善

・小６総合「芸北での学びを生かして～Youは何する芸北で～」
・中３総合「芸北の宝で地域おこし～芸北マルシェ～」

⇒探究的な学習の在り方についての理解を深めた

※参照…令和３年度プレゼンテーション資料



Ⅱ ３年間の取組 ―１年目―

課題

○児童生徒の課題意識や必要感を引き出し、主体的な学びに
 つなげることができるように、全学年の単元のブラッシュアップ
 が必要である。

○児童生徒に身に付けさせたい資質・能力について、指導者が
   共通のものさしをもち、指導と評価に活用するために、全学年
 の単元ルーブリックを作成する必要がある。



Ⅱ ３年間の取組 ―２年目―

取組と成果

○全学年、メイン単元をブラッシュアップ
⇒児童生徒の学ぶ姿が主体的に

○児童生徒に身に付けさせたい資質・能力の再整理
○全学年、メイン単元のルーブリックを作成

⇒めざす児童生徒の姿が明確に

○ルーブリック評価を基に成果と課題、改善策を交流（年度末）
⇒次年度に向けてルーブリックと単元計画の改善

※参照…令和４年度プレゼンテーション資料



Ⅱ ３年間の取組 ―２年目―

課題

○個々のふり返りや、全体での話し合いを更に深めることができ
るように、ふり返りの書き方の指導を工夫したり、指導者のファ
シリテーションスキルを磨いたりする必要がある。

○ルーブリックを指導や評価に効果的に生かすために、単元や
学年ごとに育成したい資質・能力の重点を決める、チャート形
式にする等の工夫をしたり、ルーブリック評価を行う場面や方
法について検討したりする必要がある。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

○ 児童生徒に身に付けさせたい資質・能力を整理し、系統表を
作成することができたから。

○ 作成したルーブリックをもとに単元のブラッシュアップを行い、
実践と評価を繰り返すことで、自ら探究し、ねらいとする資質・能
力を身に付ける児童生徒を育成することができると考えたから。

児童・生徒自らが探究する生活科・総合的な学習の時間の創造
～ルーブリックをもとにした単元のブラッシュアップと評価を通して～

研究主題

副題を変更した理由
副題を変更



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

「学びのスタイル」の中の「ふり返る」で、自分の「課題」や「妨げ」を
メタ認知させることが、次の活動での主体的な学びにつながると考え
て取り組んだ。

（１）「やってみる」の活動に参加する職員が共通認識をもち、記録を残す。
活動前・・・評価の視点を共有する。
活動中・・・評価の視点に沿って写真を撮ったり、行動や発言をメモし

たりする。（課題となる場面を中心に）
活動後・・・その日のうちに、児童生徒それぞれの良かった点や課題

を共有する。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

（２）ふり返りの書き方を指導する。
①ふり返りの視点を提示する。

   ②３つの項目から自分で視点を１つずつ選んで書けることをめざす。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

③児童が書いたふり返りを職員間で交流する場をもち、指導の
   工夫等について学び合う。

 ④各学年の手本
となるふり返り

     を廊下に掲示
 する。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

（３）活動後すぐにふり返りを書かせる。

記憶が鮮明なうちに
「くやしい」「もっとこうす
れば…」等のあふれる
思いを書かせる。

※一部抜粋→



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

（４）「ふり返る」の授業をファシリテートする。
①（１）と（３）をもとに、児童生徒に気付かせたい課題や、学級全体で

深めさせたい課題等を絞る。
②誰のふり返りを全体共有するか考えたり、提示する写真や客観的

な意見等を選んだりする。
       ※客観的な意見とは、職員、ゲストティーチャー、保護者サポーターと連携し

たことや、他の児童生徒の意見、参加者
アンケートの記述内容等をさす。

   ③発問や板書等を考え、授業を組み立てる。
   ④児童生徒の発言をつなぎ、ふり返りを深め

させる。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

（５）「課題」と「妨げ」を区別して指導する。
推進協議会で授業研究を行う中で、「課題」と「妨げ」が混乱してい

る現状がある事が明らかになったので、次のように整理した。

課題…「質問できない」「教えられない」等、児童生徒の行動となって
表れる事象。

妨げ…「恥ずかしい」「自信がない」等、「めざす自分」の姿に近づけ
ない原因となる気持ち。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（自己を見つめさせるふり返りの充実）

自分の成長を数値で確認。

（６）レーダチャート
でふり返らせる。

単元の初めと終わり
に書き込んだ自分の
資質・能力の数値を比
較することで、めざす
自分の姿にどのくらい
近づけたか確認しやす
くする。

※中学校



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

【Ｒ４年度まで】
地元の素材を使って、商品作り

【Ｒ5年度】
地域の素材を使って商品作り

＋
地域の企業とのコラボレーション

＋
地域の企業の商品を販売

取組１ 単元のブラッシュアップ（R３で紹介した単元のその後・・・）

★地域の流通について知る。
★地域の良さを他地域の人

に伝える。

芸北マルシェ（中３）



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組への見通しがもて、生徒が主体的に活動するようになった
〇どのような宣伝が効果的か
〇目的意識の高まり
〇宣伝依頼のための一連の流れ など

１年生「目指せ！芸北ジュニアトレッキングガイド」（Ｒ４）
お客さんをたくさん呼ぶための宣伝活動について方法、手段などを考えて実践

２年「芸北茅プロジェクト」（Ｒ５）
「茅刈り大会」の参加者を募集するときの宣伝活動がスムーズに

中学校

取組１ 単元のブラッシュアップ（R４で紹介した単元のその後・・・）

目指せ！芸北ジュニアトレッキングガイド（中１） 成果



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（R３で紹介した単元のその後・・・）

芸北での学びを生かして～Youは何する芸北で～（小６）

プロジェクト名「ええじゃん芸北！」

R４

内容 ①芸北をアピールするポスターを作る。
②古いものを大切にするという芸北の人の

  心を生かしたつまみ細工の体験会をする。
③芸北のおすすめスポットを紹介するパン

  フレットを作る。

目的 芸北ファンを増やす → 経済を活性化 → 芸北を元気に

つまみ細工体験会
（加計高校芸北分校文化祭で）



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（R３で紹介した単元のその後・・・）

★地域の流通について知る。
★地域の良さを他地域の人

に伝える。

芸北での学びを生かして～Youは何する芸北で～（小６） R４

芸北をアピールするポスター 芸北のおすすめ
スポットを紹介する

パンフレット



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（R３で紹介した単元のその後・・・）

芸北での学びを生かして～Youは何する芸北で～（小６）

プロジェクト名「芸北でまめになって帰るけえ」

R５

目的 芸北の魅力発信 → リピーター → 芸北を活性化

内容 「芸北大スキースタンプラリー」
・芸北の歴史スポットとりんご農園を巡る。

（児童は一緒に歩きながら芸北をアピール！） 
・芸北にちなんだスタンプを手作りする。 

           ・スタンプカードの裏に、おすすめスポットを載せる。
・おやつタイムに芸北りんごのジャムとジュースを味わってもらう。



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

取組１ 単元のブラッシュアップ（R３で紹介した単元のその後・・・）

芸北での学びを生かして～Youは何する芸北で～（小６） R５

スタンプカードと手作りスタンプ 一緒に歩きながら
芸北をアピール

芸北クイズ

これまでの学びを生かして
芸北トーク



Ⅱ ３年間の取組 ―３年目―

○２年目に作成したルーブリックを用いて評価
○評価結果をもとに、単元計画とルーブリックを改善

取組２ ルーブリック評価

じっくりご覧に
なりたい方は

こちら



Ⅲ 成果と課題、今後に向けて

○単元のブラッシュアップ、自己を見つめさせるふり返りの充実
⇒児童生徒が主体的に学ぶ姿が増加

「えがく」学習において、課題意識や必要感をもって学習に取り組もうとしてい
る児童生徒94％、ふり返ったことを次に生かそうとしている児童生徒90％

○ブラッシュアップした単元において、ねらいとする資質・能力を身に付けて
 いる児童生徒・・・89％
○単元の見通しをもたせ、学びのサイクルを繰り返す⇒児童生徒の達成感
○身に付けさせたい資質・能力を意識して指導

⇒児童生徒が生活科・総合的な学習の時間以外でも資質・能力を意識
○小中の職員がお互いの授業を参観し合う⇒９年間の成長をイメージ
○ルーブリックの作成⇒ゴールの姿を見据えて指導、成長が見取り易い

成果



Ⅲ 成果と課題、今後に向けて

課題

○児童生徒の思いを丁寧に引き出しながら学習を進めることで、
 授業時数が計画より多くなってしまった。

○「めざす自分」をイメージすることや、自分の課題をメタ認知す
 ることが難しい児童生徒がいる。

へなりん



Ⅲ 成果と課題、今後に向けて

今後に向けて

○新しく担任になった者でも見通しをもって指導することができるよ
うに、単元計画を具体的で分かりやすいものにする。また、教科
横断的に効率よく指導する。

○互いの授業を見合ったり、研修を行ったりして、職員のファシリ
テーションスキルを伸ばす。また、児童生徒それぞれの実態や成
長過程に応じて支援の方法を工夫していく。

○活用・評価しやすいルーブリックにするために、今後も改善する
必要がある。

○小学校での学びを中学校につなげるために、小学校
の生活・総合ファイルを中学校に引き継ぐ。

ヤルッシー
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